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男女共同参画社会の形成に取り 組む

法的根拠

〇男女共同参画社会基本法

（ 平成 11 年施行）

〇鹿児島県男女共同参画推進条例

（ 平成 14 年施行）

第2 次計画策定後の社会経済情

勢の変化や同計画に基づく 取組の

成果や課題を踏まえ， 基本目標に

掲げた男女共同参画社会を 実現す

る ために， 6 つの「 重点目標」 を

設定し ています。

・ 独立行政法人国立女性教育会館（ NW EC） ホームページ「 NW EC Channel」

　 動画「 学校をも っ と 男女共同参画に～男女平等に教えるには～」 村松泰子氏

● 教職員研修活用情報 ●

平成３０ 年度～令和４ 年度）第３ 次
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１  「 子ども たちの男女共同参画学びの広場推進事業」 募集要項

（ １ ） 趣旨・ 目的

　 男女共同参画社会と は，「 性別にかかわり なく ， 一人ひと り の人権が尊重さ れ， 多様な生き 方が選択でき ， 個性や能力が発

揮でき る 社会」 です。 男女共同参画社会の形成を促進する基礎と なるのが， 生涯にわたる教育や学習です。 特に， 子ども の頃

から の学習が大変重要で， 様々な人権問題を自分のこ と と し て考え， 他者と の良好な人間関係を築く こ と は， 子ども たちの自

己形成に大きく 関わる基盤と なり ます。

　 また， 最も 身近な「 性別に係る人権」 を基に， 自他を尊重し ながら 自己表現でき るコ ミ ュ ニケーショ ン能力を身につけるこ

と が大切です。 こ のよう なコ ミ ュ ニケーショ ン 能力を身につける方法を実際に体験し ながら 学ぶこ と によ り ， 子ども たちの自

己肯定感や自尊感情が育まれ， 自ら の生き 方や働き 方を主体的に選択する力を身に付けるこ と ができるよう になり ます。

　 当事業は， 自分も 他者も 大切にでき る子ども の育成をめざすと と も に， 家庭や地域住民と 連携し ながら ， 地域全体の人権意

識や男女平等意識の醸成を図るこ と を 目的にし ています。 さ ら にこ の取組は， いじ めを はじ めと する子ども たち を取り 巻く 深

刻な人権問題の解決にも つながり ます。

①　 市町村教育委員会を通じ て各学校に参加校募集要項が届き ます。 〔 ４ 月上旬〕

②　 希望する学校は， 所定の様式によ り 各市町村教育委員会に申し 込みます。 〔  〃 中旬〕

③　 市町村教育委員会は， 取り まと めて県男女共同参画セン タ ーに提出し ます。 〔  〃 下旬〕

④　 県男女共同参画センタ ーは， (4) の選考基準により ， 実施校を 選考し ます。 〔 ５ 月中旬〕

　 　（ 学校規模等によ るワーク ショ ッ プ必要数で実施でき る 学校数は変わり ます。）

⑤　 市町村教育委員会を通じ て， 選考結果を応募校に通知し ます。 〔  〃 下旬〕

⑥　 実施校は， 県男女共同参画セン タ ーと 打合せを 行います。

⑦　 事業を 実施し ます。 〔 ７ 月～１２ 月頃まで〕

⑧　 事業実施後， 事業報告を 行います。（ 本書「 学校から の報告」 参照）

（ ２ ） 事業内容

（ ３ ） 応募方法・ 事業実施の流れ

①　 学校・ 家庭・ 地域が一体と なっ て取り 組む内容と なっ ている。

②　 全校児童・ 生徒又は一学年児童・ 生徒を対象にする など， 学校全体で取り 組む意向がある 。

③　 事業取組を 契機と し ， 実施後も 学校と 家庭 , 地域が連携し て取り 組む意向がある 。

④　「 児童・ 生徒を 対象と し たワーク ショ ッ プ」 と 「 教職員を 対象と し たセミ ナー」 は同日で計画し ている。

⑤　 市町村全体で取り 組む意向がある 。

　 　（ 例 ）・ 市町村内の他校教職員等教育関係者や男女共同参画関係者等の事業参観を 計画する 。

　 　 　 　 ・ 事業を 実施する学校を モデル校と 位置づけ， 今後の推進の拠点と する 。

⑥　 学校の規模や小・ 中学校数のバラ ン ス， 過去の実施状況も 含めた地域間のバラ ンスなどを 勘案する 。

（ ４ ） 選考基準（ ①、②、③は、 必須事項）

事業参加校は， 原則下記のア～ウを１ セッ ト と し て実施し ていただき ます。（ 講師謝金・ 旅費は県負担）

【 内　 容】・ 自尊感情の育成と 良好な人間関係づく り のためのワーク ショ ッ プを実施し ます。（ 本書「 子ども たちの男女共同参画学

びの広場推進事業の実際」参照）

【 時　 間】・ 原則，小学校 90 分間，中学校 100 分間（ 連続２ コ マ分の授業時間確保をお願いし ます。）

【 人　 数】・ １ 回 120 人程度まで（ 小学１ 年生～小学６ 年生，中学１ 年生～中学３ 年生などの合同実施可）ただし ，新型コ ロ ナウイ ル

ス感染症の状況によっ ては，人数を変更し ていただく 場合も あり ます。

　 　 　 　 ・ 人数の多い学校は数回に分けて実施し ます｡( 最大３ 回まで )

【 留意点】・ より 効果的に実施する ため， 原則と し て「 児童・ 生徒を対象と し たワーク ショ ッ プ」と「 教職員を対象と し たセミ ナー」

は同日での実施を お願いし ます。 

【 実施例】・ 大規模小学校で，低･中･高学年の３ 回に分けて実施する｡

　 　 　 　 ・ 近隣の小学校，中学校で合わせて３ 回実施。教職員セミ ナー，保護者・ 地域ワーク ショ ッ プは，それぞれ合同で実施等

※人数・ 形態等，御不明な点等あり まし たら 御相談く ださ い。

ア～ウ実施後の

取組状況の周知

【 内　 容】・ 各校で実施内容や受講者感想を報告書と し てまと めていただく と と も に，実施後，様々な機会に事業の取組状況等の紹

介を し ていただき ます。

【 周知例】・ 学校だより ，ホームページ等によ る「 児童生徒の感想や成果」,「 ワーク ショ ッ プの実施状況」の紹介

事 業 内 容 具 体 的 な  内　 容

ア

児童・ 生徒を

対象と し た

ワーク ショ ッ プ

（ 最大３ 回）

【 内　 容】・ 本事業のワーク ショ ッ プの目的や目的達成のためのワーク ショ ッ プデザイ ン について， また人権や男女共同参画につ

いての学びをワーク ショ ッ プで実施する 意義等について理解を深めます。

　 　 　 　 ・ ワーク ショ ッ プ中の児童･生徒の様子等を検証し ます｡

【 時　 間】・ 原則 90 分間

【 実施例】・ より 効果的に実施する ため， 原則と し て「 教職員を対象と し たセミ ナー」と「 児童・ 生徒を対象と し たワーク ショ ッ プ」

は同日での実施を お願いし ます。

イ
教職員を対象と

し たセミ ナー

（ １ 回）

【 内　 容】・ 子ども たち を育む学校・ 家庭・ 地域が一体と なっ て取り 組むために， 保護者や地域の方々を 対象に子ども たち と 同様

のプログラ ムでワーク ショ ッ プを実施し ます。

【 時　 間】・ 原則 90 ～ 120 分間（ 夜間の開催も 可能です。）

【 人　 数】・ １ 回 120 人程度まで。ただし ，新型コ ロ ナウイ ルス感染症の状況によっ ては，人数を変更し ていただく 場合も あり ます。

【 　 例　 】・ 地域住民を 対象と し た人権教育研修会と し て実施

　 　 　 　 ・ 校区 ( 地区 ) 公民館等と の連携により ，地域で開催さ れる各種会合や行事等での実施

　 　 　 　 ・ Ｐ Ｔ Ａ や学校保健委員会，家庭教育学級等を活用し た実施

ウ

保護者・ 地域の

方々を対象と し た

ワーク ショ ッ プ

（ １ 回）
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ポイ ント

児童・ 生徒， 保護者・ 地域の方々を対象と し たワーク ショ ッ プ

　 本事業で， 児童・ 生徒， 保護者・ 地域の方々に実施し ている ワーク ショ ッ プ を 各学校で実施し やすい

よ う に指導案形式でまと めまし た。 　

①子ども たちが， 自分たちの絵から ， 性別にかかわら ず， 一人ひと り 違っ て

いて， 多様な存在であるこ と に気づく こ と 。

②子ども たち が， 性別にかかわり なく 人それぞれに個性や能力があるこ と に

気づく こ と 。

③子ども たちが， 自分を 大切にし ， 他者も 大切にする アサーティ ブ・ コ ミ ュ

ニケーショ ンの代表的なスキルである「 I メ ッ セージ」 を知るこ と 。

目的

展開準備する も の

　 子ども たちが， それぞれの「 ちがい」 を認め合い， 自分も 他者も 大切な一人ひと り なんだ！性別に関わり なく ， 一人

ひと り に個性があるんだ！と いう こ と の実感的理解を深めるワーク ショ ッ プのデザイ ンにつと めまし た。

　 限ら れた時間の中に， 一人でじ っ く り 考える「 すみっ こ 」 での時間と ， みんなの集う 「 はら っ ぱ」 で発信する時間を

つく り まし た。

　 自分ひと り「 すみっ こ 」 で，じ っ く り 考えてやり ぬいた！と いう 納得が，「 はら っ ぱ」 で発信する勇気に！「 みんなちがっ

てみんないい」 と いう 実感が， 他者と 比べすぎて「 ちがい」 をおそれる毎日の様々な場面での態度への変容につながっ

ていく こ と を願っ てデザイ ンし まし た。

本ワーク ショ ッ プデザイ ン の工夫

学習者が主体

ゆえに目的の主語は「 子ども
たちが」

※アプリ シエーショ ン の伴う
知（ 知れた， 学べたと いう こ
と に感謝でき るよう な）

1

自らの気づきを大切にする。2

● 筆記用具　 　 ● A4 用紙各自１ 枚　 　 ● 背中に貼るシール ● 小学校 ９０ 分　 　 ● 中学校 １００ 分

１  利き手ではない手で名前を書く 。 ・「 慣れていないこ と 」，「 はじ めてのこ と 」

は誰にと っ ても 難し いと いう こ と を改め

て実感する機会の提供。

◎「 慣れていないこ と 」，「 はじ めてのこ と 」

に取り 組み続ける毎日を送っ ている子ど

も たちが， 自分や友達が何かに失敗し た

り ， と まどっ ていたり する 際に， それを

どう 受け止めているか考えら れるよう に，

子ども たちの発表を受けてコ メ ント する。

◎大人であっ ても ，「 慣れていないこ と 」「 は

じ めてのこ と 」 が， それぞれにあるこ と

を共有する。

◎発表は大人も 難し いこ と を 再認識する 機

会を 通し て， 子ども への日々の声かけを

振り 返ると と も に、 発表でき ない人に勇

気がないと か， 考えがないと いう 受け止

め方ではなく ，「 ちがい」をから かっ たり ，

叱っ たり する私たちの在り 方が， 発表し

にく い社会をつく っ ている こ と を 共有す

る。

・ 日頃，「 慣れて いな いこ と 」 や「 はじ め

てのこ と 」 にチャ レン ジし ている 友だち

にどんな声かけを し ているか振り 返る 機

会の提供。

・ 発表が苦手なのは， 発表し た時に， 間違

いを強く 指摘さ れたり ， から かわれたり

し た経験を 通し て，「 ちがい＝まちがい」

と 思い込み， 人と 意見がちがう こ と を恐

れているから と いう こ と に気づく と と も

に， ち がいは即まちがいにつながっ ては

いかないこ と を知る機会の提供。

３  ペアで話し たこ と を発表する。

４  「 し ゃ べら な い」，「 のぞかな い」 の

ルールの下， ６ つ出さ れる言葉の指

示を よく 聞いて絵を描く こ と の説明

を聞く 。

２  書いた名前を 見せ合い，「 書いてみ

た気持ち」，「 相手の字を 見た感想」

をペアで話し 合う 。

個

一斉

ペア

主な活動 時間・ 形態 活動の具体と その意図 フ ァ シリ テート の視点や配慮

アイスブレイク 15 分

・ ２ つのルールを 確実に守る ため， こ の

ルールを 態度で 示し ても ら い，「 し ゃ べ

ら な い」「 のぞかない」 を 確かに守れて

いるこ と を認めた上で次のステッ プへ。

◎子ど も たち の自己肯定感を 育むために，

いつも 守っ ているルールの難し さ を再確

認し ，日々，こ んなに難し いルールを守っ

ている， 守ろ う と 努めている自分を肯定

的に受け止める こ と の大切さ を 共有す

る。

一斉

シジエカキ 15 分

保護者・ 地域対象
導
入
（

15
分
）

展
開

　前
半

（
小
学
校
30
分
・
中
学
校
35
分
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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５  自分が安心し て絵を 描ける 場所に移

動する。

・ 誰にも のぞかれない， 誰にも し ゃ べり か

けたく なら ない安心でき る「 自分の居場

所」 に移動し て絵を描く こ と を通し て一

人で考える 機会を提供。 その際， ルール

を守っ たまま移動するこ と で，一人で「 自

分の居場所」を探し 見つける機会を提供。

◎「 自分の居場所」 を 見つけて移動する 際

には，「 黙っ て移動」 と 指示する のでは

なく ， シジエカ キのルールをそのまま適

用するこ と で， ゲーム感覚で静かに動く

こ と へのチャ レ ンジを楽し んでも ら える

よう 配慮する。

◎ルールを守り ， 静かに自分一人で考えて

絵を 描いて， 静かに元の場所に戻っ てき

たこ と に感謝し ているこ と を伝える。 ひ

と つひと つお願いし たこ と を守っ てく れ

たこ と への感謝を言語化し て伝えるこ と

で， 自分も こ の場づく り に貢献し ている

こ と を実感し ても ら えるよう 配慮する。

◎子ど も たち の自己肯定感を 育むために，

結果のみの評価に留まら ず， 子ども たち

が学校の中で，「 し ゃ べら ない」「 のぞか

ない」 と いう 約束を 一所懸命守っ ている

こ と など， 日々の過程をし っ かり 認める

こ と で自己肯定感を 育んでいく こ と の大

切さ を共有する。

◎確認でき ない状況の中で， 自分ひと り で

考えながら 描き 上げたこ と の素晴ら し さ

を共有する。

・「 自分の居場所」 に移動し ， 曖昧な 指示

が次々に出さ れる中で， 確かめら れない

不安を感じ たり し ながら ， それぞれの捉

え方， 考え方， 解釈によっ て一人で考え

て絵を描き 上げる機会の提供。

６  ルールを 守り ， ６ つの指示を 聞き ，

絵を描く 。

個

個

・ ２ つのルールを 守れた自分に拍手を し ，

お互いを 認め合う 。 日頃の学校生活で，

こ のこ と を 毎日守っ ている 自分自身を 認

め， 自己肯定感を育むき っ かけを提供。

７  ２ つのルールを 守っ たまま元の場所

へ移動する。

個

◎「 話し 合いは好き ？」「 話し 合いではいろ

んな友達が意見を言いやすい場がつく れ

ている？」 等問いかけて自分と 他者の意

見がちがっ ている時に， なかなかそれぞ

れの意見を尊重でき ていない日頃の話し

合いを振り 返っ ても ら っ てから ， こ れか

ら の話し 合いで， 自分の意見も ， 他者の

意見も 尊重でき る話し 合いのやり 方と し

て， I メ ッ セージを説明する。

◎子ど も たち が自主的な 動機を も っ て I

メ ッ セージを知る機会と なるよ う ， まず

は問いかけて， さ ら に， 話し 合いのみな

ら ず， 日頃 のコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で

Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージを多用し ている こ と に

も 気づいても ら う ために， 日常生活での

モデリ ングも 行う 等， 配慮する。

・ 発表が苦手なのと 同じ 理由で， 私たちは

子ども も 大人も 話し 合いが苦手と いう こ

と を 改めて共有し ， こ れから の話し 合い

について説明する。

８  絵を も と に話し 合いをする こ と の説

明を 聞き ， 話し 合いが好き かの問い

かけに答える。

10 目をつぶっ て， 背中にシールを貼ら

れる のを待ち， 全員に貼り 終わっ た

ら ， 目をあけてゲームのルールを 聞

く 。

●「 自分で印を はがし たり ， 上着を 脱

いで確かめたり し てはいけません。」

11 グループ分けのゲームをし ， グルー

プができ たと 思う と こ ろ は円を作っ

て座る。

●「 し ゃ べら ず無言でやり ます。」

一斉

一斉

一斉

グループ

・ ち がう 意見に出会っ たと き に， 私たちは

「 あなたの意見は間違っ ている」「 そんな

のち がう 」 等， ち がう と いう こ と のみ

Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージで伝えているこ と が多

いこ と を確認し て， 今日の話し 合いの約

束と し て I メ ッ セージでやっ てみるこ と

を提案する。

・ 自分たち で， どう すれば， し ゃ べら ない

で， 自分では自分の印を 確かめな いで，

背中の印が同じ 人同士グループを つく る

こ と ができ るか考えながら 行動する機会

の提供。

・ 無言を徹底でき るよ う に適宜「 あれ？今

声が聞こ えたよ ～」 等， ルールを 思い出

すための言葉かけを行う 。

９  Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージ， I メ ッ セージの

説明を聞く 。

　（ I メ ッ セージの共有）

一斉

主な活動 時間・ 形態 活動の具体と その意図 フ ァ シリ テート の視点や配慮

話し 合いの約束

グループ分けのゲーム

※小学校は１５ 分， 中学校は２０ 分で

話し 合いの約束を共有。

15 分

小学校
15 分

中学校
2０ 分

保護者・ 地域対象

◎大人から 子ども へ，「 早く 宿題し なさ い」

等，Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージで 命令し て いる こ

と が多いが， なぜ早く 宿題をするよう に

言う のか， その理由を共有する こ と を 通

し て， パワーでコ ン ト ロールするのでは

なく ， 意味を理解し 厳し く 言う 大人がい

なく ても ， 自分で考えて動ける よう に育

んでいく こ と の大切さ を共有する。

◎グループ分けのゲームのやり 方を最初に

全部話すと ， 忘れてし ま う ので， 順次，

何をするかを説明するよう 配慮する。

◎ゲームのルールと し て， し てはいけない

こ と を共有する 時は， よ り 明るく 丁寧を

心がけ， ルールを守っ て楽し んで取り 組

む意欲を持っ ても ら えるよう に配慮する。

◎なかなか動き 出せない時には， 立ち上が

るよう 助言する。

◎途中で，５ つのグループに分かれるこ と ，

こ のゲームに参加し ている 人数を 伝え，

何人ぐ ら いのグループになるかをイ メ ー

ジでき るよう 配慮する。

保護者・ 地域対象

６ つの指示の具体はＰ 12を参照

ルール

展
開

　前
半
（
小
学
校
30
分
・
中
学
校
35
分
）

展
開

　後
半
（
小
学
校
・
中
学
校
と
も
25
分
）

休　 憩（ １０ 分）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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12 グループを作ると き ， どんな工夫を

し たか話し 合い， 工夫し たこ と につ

いて発表する。

・ 筆談， ジェ スチャ ー等， 色々なアイ ディ

アでグループ分けができ たこ と を まずは

認め評価し ， 聴覚障害者や外国人等， 言

葉で 伝え る こ と が難し い時にど う する

か， 考える機会の提供。

・ 話し 合いは， 休み時間の前に説明し た

「 I  メ ッ セージ」 を 意識し て やっ てみる

こ と を再度説明する。

・ 同じ 指示で描いた絵が， 人それぞれのと

ら え方， 考え方によっ てこ んなに「 ちが

う 」 と いう こ と を実感する機会の提供。

・ 絵を 描いて いる と き の気持ち にも 人に

よっ てちがいがあるこ と を実感する機会

の提供。

◎色と いう 目立ち やすいこ と に注目する と ，
他の要素を見いだし にく く なるこ と を 体感
し ， こ の印を 人に置き 換えて考えてみるこ
と で， 性別等の属性のみで自分や他者を判
断し ていないか， 自分を 振り 返っ てみるこ
と を 通し て， 性別等の属性に関わり なく 一
人ひと り それぞれに個性や能力があると い
う 男女共同参画の基本的な考え方を共有す
るための体験への意味付けをする。

◎「 え～， そ れち がう よ～」 で はな く ， 本

当に話し たいこ と は何か，「 私」 を 主語

にし て的確に自分の気持ち を認知する こ

と の大切さ を共有し 話し 合いをモデリ ン

グする。

◎「 せーの」 の合図で 絵を 見せ合う 時に，

絵を 見せたがら ない子がいる場合は， 無

理矢理開示さ せるこ と なく ， まずは，「 私

に見せて」 と お願いし て， 見せて否定さ

れないこ と を知り 安全な場だと いう こ と

を知っ ても ら えるよう 配慮する。

◎話し 合いが進んでいないグループ には，

「 見せ合っ て ど う でし たか？」 と 入っ て

はいく が， 話し 合いの中心的役割をフ ァ

シリ テータ ーが務めないよ う ， 脱中心化

を意識し ながら 介入する。

◎発表の代表決めについて， いつも 代表が

一人でなく ても いいこ と を 伝え， やる こ

と ， その条件に照ら し て， 一人でやるか，

みんなで一言ずつ話すか決めるこ と を 伝

える こ と を 通し て， 一人にかかる 負担の

軽減や， こ の発表会の場合， どのよ う な

方法が最適かを 考える こ と の大切さ の共

有を図る。

13 性別等の属性のみで人を判断し てい

ないか考える。

14 グループで話し 合う 内容・ 留意点の

説明を聞く 。

「 絵を描いている時の気持ち」

「 絵を見せ合っ た感想」

15 各グループで話し 合う 。 グループ

グループ ・ 発表者を 決める 時が， 一番「 Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ

セージ」 になり がちなこ と を 指摘し ，「 I

メ ッ セージ」で決めるこ と をお願いする。

・ 発表会の前に，「 傾聴」 につい て 話し ，

発表者が発表し やすい雰囲気をつく る こ

と の大切さ を共有する。

・ それぞれに話し 合っ たこ と の中で， 印象

に残っ たこ と を発表し ても ら う 。

16 各グループで発表者を決める。

19 ワーク ショ ッ プが終わるにあたっ て

今日の学びを振り 返る ためにコ メ ン

ト する。

① 紙の真ん中に大き な丸があり ます。

② 今書いた丸の上には， 今書いた丸よ り 少し 小さ めの丸があり ます。

③ こ れら の丸の近く には， 大小様々な三角があり ます。

④ 三角のいく つかは線でつながっ ています。

⑤ こ れまで書いたも のたち の下には， なが～い四角があり ます。

⑥ 紙の余白には無数の点があり ます。

一斉

一斉

一斉

グループ

一斉

一斉

一斉

・ それぞれの「 気づき」 と 人権や男女共同

参画に関する知識と の出会いの結び目を

つく れるよ う ， それぞれの発表に男女共

同参画の視座から コ メ ント する。

・「 ち がい」 を 恐れて最初のう ち はなかな

か発表ができ なかっ た自分たちが， 発表

でき る よう になっ たこ と 等， 今日繰り 返

し 確認し てき たお互いの間にある ちがい

について振り 返る。

主な活動 時間・ 形態 活動の具体と その意図 フ ァ シリ テート の視点や配慮

話し 合い

17 グループ で 話し 合っ たこ と を 発表

する。

18 各グループの「 気づき」 に関するフ ァ

シリ テータ ーのコ メ ント を聞く 。

発表会

終えていく 言葉

※小学校は２０ 分， 中学校は２５ 分で

発表会を実施。

1０ 分

小学校
2０ 分

中学校
25 分

◎発表者一人の勇気にたよ る のではな く ，

聞いている 他大勢が， どのよう に聴いて

いる かで， 発表し やすい場をつく るこ と

の大切さ を 共有するこ と を 通し て， 発表

でき ない人が悪いと いう 考え方から ， 発

表の場は発表者， 聴いている側が共に創

り 上げている場であるこ と を共有する。

◎短い時間の中で， 話し 合っ たこ と を まと

める のは難し いと いう こ と を共有し た上

で， 話し 合いの中で， 発表者に決まっ た

人が印象に残っ たこ と を聴かせて欲し い

こ と を伝える。

◎発表し てく れた内容を繰り 返し ， さ ら に，

男女共同参画や人権に関する 視座から ，

子ども たちの発表をリ フ レームする。

◎男女共同参画と いう 新し い知識と の出会

いを 豊かに結べるよう 「 同じ 指示で描い

たのに， みんなちがっ た」 と いう シジエ

カ キでの経験と 関連づけてコ メ ン ト する

よう 配慮する。

◎今日それぞれが描いた絵は， 性別が女の

子 / 男の子だと こ う いう 絵， 何年生だと

こ う いう 絵にはなっ ていなかっ たと いう

こ と を共有し ， 改めて， 今日の学びを 振

り 返るこ と で「 性別にかかわり ない一人

ひと り の個性」 を実感的に理解し ， こ れ

から の毎日に今日の学びを 活かし て欲し

いこ と を伝えて終了する。

展
開

　後
半
（
小
学
校
・
中
学
校
と
も
25
分
）

振
り
返
り
・
適
用
（
小
学
校
20
分
・
中
学
校
25
分
）

話し 合う 内容

シジエカ キの６ つの指示

※小学校低学年に実施の際は，「 大小様々」 を 「 大き い， 小さ い， いろ いろ な」 と する 等， 実態に応じ て平易な言葉にかえます。
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学校管理職等向け男女共同参画研修・ ワーク ショ ッ プ

本研修・ ワーク ショ ッ プの目的

　 市町村内の校長・ 教頭等学校管理職等が， 講座やワーク ショ ッ プ等を通じ て男女共同参画について理解を 深める と

と も に， 当該市町村で実施する学校における ワーク ショ ッ プ等を 参観するこ と により ， 子ども たち ， それを 見守る教

職員や保護者， 地域が一体と なっ た男女共同参画意識醸成の重要性を認識する 。 そのこ と によ り ， ワーク ショ ッ プ実

施校だけでなく 当該市町村全体への波及や次年度以降の取組の促進を図る。

　 教職員と し て， 男女共同参画に関する 基本的な理解を 図り ます。 性別に焦点を当てた最も 身近な人権問題について

考える男女共同参画の学びは， 子ども たちが人権に関し て当事者意識をも っ て理解する手立てと なり ます。

　 理論なき 実践やワーク ショ ッ プは空し いと いう こ と ， 理論に裏打ち さ れた実践やワーク ショ ッ プの大

切さ を 改めて強く 実感し まし た。 大人も 子ども も ， 生徒も 教師も ， 男女分け隔てなく 学び合える よ う な

環境づく り に， 微力ながら 取り 組んでいき たいと 考えまし た。

■日　 時： 令和３ 年１１月１３ 日（ 土）　 １４： ００ ～１６： ００

　 参加者： 校長， 教頭， 枕崎市教育委員会職員等　 ２３ 人

■講　 師： たも つ　 ゆかり さ ん （ オフ ィ スピュ ア代表　 鹿児島県男女共同参画審議会会長・ 男女共同参画政策アド バイ ザー）

　 　 　 　 ： 髙﨑　 恵さ ん　  （ オフ ィ スピュ ア所属　 ワーク ショ ッ プデザイ ナー・ 多様性ト レ ーナー）

展開・ 主な内容

１  講義Ⅰ 男女共同参画に関する基本的な理解　 １ 時間3 0 分

　 ワーク ショ ッ プの意図・ 流れ・ 仕組みについて体験を と おし て学ぶと と も に， 主体的・ 共同的に学ぶ学習の充実が

求めら れる中， ワーク ショ ッ プを教育活動にどのよう に生かすと よいかを学びます。

２  演習Ⅰ ワーク ショ ッ プに関する基本的理解・ 教育活動への生かし 方　 １ 時間3 0 分

枕崎市立小・ 中学校管理職等を 対象に枕崎市妙見センタ ーにおいて実施し まし た。

　 私たちは子ども たちに教育する立場と し て， 未来を担う 子ども たちに， こ の男女共同参画意識を高める取

組を進めていく こ と の重要性を改めて感じ まし た。 私は男性ですが， 日常の中での発言でも， ジェ ンダー平

等の視点で考えると ， 問題がある発言を無意識にし てし まっ ているかも し れません。 私自身， 今後も 男女共

同参画について学んでいく 必要があるこ と を改めて感じ まし た。

　 Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージとＩメ ッ セージ， 話し 合いが苦手， 発表できない理由など， なるほどなるほどと 思いな

がら お聞きし まし た。 子ども の頃から， 今日取り 扱っ た内容を学ぶ機会がし っ かり と 整う よう に学校現場の

我々は積極的に努めてまいり ます。

　 男女共同参画社会の実現に向け， 様々な法が策定さ れてき たこ と ，Ｓ Ｄ Ｇ ｓ など， 世界的な取り 組みが関

わっ ているこ と など， 多く 学ぶこ と ができた。 また， ワーク ショ ッ プでは， 活動をし ながら， その活動を意

味づけていく こ と ， また， 対話的に学ぶ大切さ など， 人権的な学びがあるこ と が分かっ た。

　 現在の子ども たちに， どのよう な社会をバト ンパスし ていく かと いう こ と について，「 男女共同参画」 の

意識を高めていく こ と が大切だと いう こ と がよく 分かっ た。 今でも ， 学校現場も 社会も 同質性を重んじ ， 排

他的になっ た授業，学校生活になっ ている部分がある。「 ちがう 」 から こ そ話し 合い，新たな価値を求めていく ，

そんな学校， 子ども たちにし ていきたい。

　 ジェ ンダーの基本的な概念や歴史的背景，法的枠組，社会の状況などについて確認するこ と ができた。 ワー

ク ショ ッ プを通し て， 一人一人の存在を認め， 自他を大切にするこ と の必要性を再認識するこ と も でき た。

教師自身が｢人権と は｣，「 ジェ ンダーと は」 などについて自分の生き方も 含めて， 研修を深めていきたい。

　 我々教職員が男女共同参画についてし っ かり と 理解し ているこ と が大切である。 また， 自分自身で気付か

ず， 無意識のう ちに何気なく 発言や行動と し て現れているこ と に気付かさ れた。 本研修を通し て，「 ちがい

＝まちがい」 と する指導を見直し ，教職員が人権の中で自ら の人権感覚を磨き続けるこ と に努めていきたい。

　 昭和， 平成， 令和と 時は流れ， 男女共同参画社会の実現が必要であるこ と は認知さ れています。 社会構造

がつく り 出し た差別や貧困について理解し ， 教育の力で解消し ていきたいと 思います。

教
職
員
研
修


